
グループ学習

保育園コスモス (神奈川県厚木市 / 職員数18名)研修動画の活用方法
学びを広げる！

コドモンカレッジの研修動画を最大限活用するための方法をご提案します。

みなさまの施設で実施・受講されている研修に

コドモンカレッジの研修動画を取り入れる際にお役立てください。

園内の全体研修で活用01

進め方
STEP 1　職員の興味のある分野を調べる
STEP 2　「分野別」から研修動画を選ぶ
STEP 3　研修のゴールを明確にし、職員へ伝える
STEP 4　研修内容について議論や共有をする

● 現場で必要な学びから研修動画を選ぶため職員アンケートを実施
● 研修後に語り合いの時間をつくり、
    参加した職員全員でディスカッション
● 参加できなかった職員に向け、共有資料(報告書)を作成

実践施設の工夫

施設全体で共通認識を持ちたい
職員同士の相互理解を深めたい

こんな施設におすすめ

役職・クラス別
グループワークで活用02

役職や担当クラス(年齢)ごとに
研修を受けたい
実践につなげるため、深く話し合いたい

進め方
STEP 1　学びを共有したいメンバーでグループを作成
STEP 2　現場での課題に即した研修動画を選ぶ
STEP 3　意見交換をしながら研修動画を視聴
STEP 4　実践することを中心に共有報告書を作成

● グループで学んだことを施設全体で共有できるように
    園内共有用の報告書を作成
● 午睡中や夕方の合同保育の時間などに
   グループで集まって視聴時間を確保

実践施設の工夫

こんな施設におすすめ

役職、年
次、

担当クラ
ス別

など

グループ学習の実践事例：P5参照

個人学習

職員個人のスキルアップとして活用

● 自宅などでの研修を促す場合は研修を受講する1時間を勤務時間に
● 研修で学んだことをほかの職員に伝えるための
    回覧用研修報告書を作成
● 回覧で学んだ職員がコメント記載する欄を用意し、
     意見交換の場にも
● 職員会議で受講した研修内容と感想を発表

実践施設の工夫

個人学習の実践事例：P6参照

● 午睡中や夕方の合同保育の時間、土曜などで、個人が受講できる
     環境を整備（PCやタブレットなどの設備、受講スペース、ノンコンタクトタイムの確保等）

● 各自でどの時期にどの研修を受講したいか決め、年間研修計画に記載
● それぞれのタイミングで受講し、研修報告書で全体に共有

取り入れ方

同じ研修動画を見ることで話し合いが活発に
学びの実践と対話が深まるグループ学習

● 全体会議でコドモンカレッジの動画を視聴
● 視聴後に参加者全員で意見交換を実施

● 現場で必要なものをタイムリーに学べ、
    現場で活かせるように
● 同じ研修動画を見て意見交換をすることで、
    職員の相互理解が深まり、
    コミュニケーションがより活発に

活用方法

活用の効果

グループ学習
実践事例
INTERVIEW

現場に「今」必要な学びだから実践につながる
職員が主体的に学べる環境づくりの一環として、2か月に一度実施する全体会議で園
内研修としてコドモンカレッジの研修動画を活用。参加職員全員で視聴・意見交換をし
ています。
同じ時間に集中して動画を見ることで理解も深まりますし、意見交換により新たな気づき
も得られます。「今必要なのはこれだよね」という職員の声から研修動画を選んでい
るので、「保育にどう取り入れるか」を真剣に考えられ、実践に結びつきやすいのだ
と思います。

意見交換により日常のコミュニケーションも活発に
全体会議で研修動画を見て主体となって発言できる場を設けることで、より先生同士
が話しやすい雰囲気になりました。
映画を見たときなども感想を言い合うと楽しいですよね。研修も意見交換をすること
でいろんな人の考えが聞けて新たな気づきになりますし、職員同士で性格や考え方を
知ることができます。
研修で学ぶことはもちろんのこと、この意見交換でコミュニケーションがとりやすくなって
いて、そういう面でもプラスになっていると感じています。

研修から実践へ、実践からさらなる学びへと
コドモンカレッジの研修動画、仲本美央先生の「絵本から広がる遊びの世界～絵本を用
いた保育活動を紹介～」では、子どもたちの心の動きを見ながら絵本を読むことの大切
さを知り、なにげなくやっていることが目的をもって取り組むことに変わりました。
研修での学びが保育の現場で生きています。現場にいるからこそ、新たに学びなおし
たことは実践につながりますし、学びはますます深まります。
日々変わっていく新しい情報を職員それぞれが個人で探すのは難しいので仕事のなか
で学べる時間を作っていきたいですね。

職員におすすめしたい(見てほしい)研修がある
職員個人がそれぞれ課題感を持っている
個人で研修を受けられる場所、時間がある

こんな施設におすすめ

園長先生や主任の声をもとに開発しました。
自学自習モード新登場！2024年

4月開始

スキマ時間5分で学べる研修機能

迷わずゲーム感覚で
楽しみながら学べる01 学習進捗＆レベルを

確認できる02 職員共通で押さえたい
3領域をカバー03

スマホでも学
べ
る
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花きりんKids （茨城県守谷市 / 職員数17名）

職員それぞれが自らの課題から研修動画を選択
個人学習で実践につながる学びを深める

● 職員が学びたい内容を自由に選べ、
    自己のスキルアップに
● 学びの伝達により、ほかの職員の学びからも
    刺激を得られ、ともに学び合える環境に
● ノンコンタクトタイムの創出により
    各職員年4回の受講が可能に

● 各職員が自分の興味・課題に合わせて
    研修を受講
● 職員会議での発表、報告書の回覧により
    学びを伝達

活用方法

活用の効果

個人学習
実践事例
INTERVIEW

コドモンカレッジ おすすめ研修動画のご紹介

研修動画の全ラインナップは右の二次元コードよりご確認ください。なお、研修動画は随時追加・更新しています。

460本以上の研修動画から、人気の研修を一部ご紹介いたします

分野 テーマ 講師（敬称略）

社会人基礎 新卒保育士に求められるマナーとは？
～接遇マナー5原則を理解しよう～

目白大学 人間学部 子ども学科
学科長　高橋 弥生

保育実践 発達を促す楽しい運動あそび
～設定のポイントから取り組み事例まで～

学校法人三幸学園 キッズ大陸　諏訪 美矢子

保育実践 こども主体の保育環境の考え方とは
お茶の水女子大学 アカデミック・プロダクション
特任教授　宮里 暁美

施設経営
運営

見直そう！保育現場のあたりまえ
～見直すことで子どもの育ちの可能性を広げよう～

大妻女子大学 家政学部児童学科
准教授　石井 章仁

マネジメント 「選ばれる園」から「無くてはならない園」へ
～園長に求められる4つのマネジメント～

株式会社カタグルマ
代表取締役社長 / CEO　大嶽 広展

マネジメント 心理学で円滑に！園内コミュニケーション
～タイプ別でわかる性格特徴とストレス反応～

株式会社メンタルサポート研究所 代表
博士（学術）臨床心理士　倉成 央

保護者支援
子育て支援

子どもの生活リズムを整える
～「食べて、動いて、よく寝よう！」運動のススメ～ 早稲田大学 人間科学学術院 教授　前橋 明

保護者支援
子育て支援

子どもの主体性を伸ばす言葉かけ
～保護者とのコミュニケーションに活かして支援につなげる～

NPO法人親子コミュニケーションラボ
代表理事　天野 ひかり

食育
アレルギー対応

乳児から楽しめる食育活動
～口腔機能の発達と他園の取り組み事例を踏まえて～ 東洋大学 非常勤講師 管理栄養士　太田 百合子

食育
アレルギー対応 もっと知りたい！食物アレルギーとその対応

ファストドクター 新宿ホームクリニック
理事長・院長　名倉 義人

保健衛生
安全管理

重大事故への発展を防止するために
～乳幼児の救命救急と指導方法～　

ファストドクター株式会社 新規事業開発室
プリンシパル / 医師　上柳 圭一

障がい児保育
発達支援

子ども理解からはじめる発達支援
～乳幼児期の感覚統合遊び～

藍野大学 医療保健学部 作業療法学科
講師　高畑 脩平

障がい児保育
発達支援

気になる子どもへの理解と支援
～ことばを育む関わり方～

中野区療育センターゆめなりあ
言語聴覚士　関口 裕昭

幼児教育
乳幼児の性教育
～性教育の必要性と実践事例～ 元）和光小学校・和光幼稚園　北山 ひと美

乳児保育 子ども理解につながる脳と発達のメカニズムを知る
～脳が育つ言葉かけ、保護者との連携の重要性とは～

浜松医科大学 子どものこころの発達研究センター　
特任助教　原田 妙子合同保育を早め、土曜出勤を活用し、残業なしで年３～４回受講できる時間を確保

キャリアアップ研修や地域の研修、全職員で受講が決まっている研修を入れ込み、行事
などを考慮した研修受講のおおよその予定表を用意し、そこへ職員たちにコドモンカ
レッジの研修を選んで追記してもらい年間研修計画を作成しています。
土曜やお盆など子どもが少ないタイミング、また合同保育を16時からはじめることで
ノンコンタクトタイムを確保。職員同士でコミュニケーションをとって、その時間を帳票
作成や研修受講にあてています。
各職員が年に4回ずつ受講しても業務に支障なく、残業なしで取り入れられています。

自分の学びたい内容を探して選ぶことが保育の質に直結
カリキュラムが決まった研修には、保育者が今自分に必要な情報、自分の課題だと感
じたことが入っているとは限りません。
コドモンカレッジは「乳児保育を学びたい」「配慮が必要な子の特性を学びたい」な
ど自分で選ぶことができるのがいいですね。言語発達の研修を受講した先生は、「と
ても勉強になった、今の保育に必要な内容で保育に直結していてすぐに活かせた」と
喜んでいました。
今自分に必要な学びだからこそ、学びは深まり、実践につながります。

「伝達研修」でさらに学びが広がる園に……
月に一度の職員会議で受講した研修内容や感想、保育に反映させたいところなどを共
有してもらっています。また、会議に出られなかった職員のために研修報告書と資料
の回覧もしており、これを「伝達研修」と呼んでいます。
全員目を通したあとは、見返せるようにファイリングして残しています。伝達研修を
経て、その学びについてもっと詳しく知りたいと思った別の職員が、同じ研修をあと
から受講していることもあるようです。
コドモンの研修はどれも1時間で終わるので受講しやすいようです。

※

※2025年9月時点

0706


